
(57)【要約】

内視鏡切除手順を実施するためのスネア（罠）注入デバ

イスが開示される。このデハイスは、スネアシステムお

よびニードルシステムを含み、各々は、細長い二重の管

腔の２つのチャネルのうちの１つにおいて別個に経路を

とるアクチュエーター構成要素を含む。このスネアとニ

ードルの配備は、２つの別個のハンドル制御によって独

立に操作される。このデバイスは、安全性および使用の

容易さのために、ニードル進行ストップおよび抗穿刺特

徴を含む。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
標 的 組 織 を 除 去 す る た め の 内 視 鏡 手 順 を 実 施 す る た め の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス で あ っ て ：
　 ａ ） 第 １ の チ ャ ネ ル お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル を 有 す る 細 長 い 部 材 ；
　 ｂ ） ニ ー ド ル を 該 標 的 組 織 に 挿 入 す る た め の ニ ー ド ル シ ス テ ム で あ っ て 、 ニ ー ド ル 、 中
空 ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ 、 お よ び チ ュ ー ブ ハ ン ド ル を 備 え 、 こ こ で 、 該 チ ュ ー ブ が 該
第 １ の チ ャ ネ ル を 通 っ て 挿 入 さ れ る ニ ー ド ル シ ス テ ム ；
　 ｃ ） 該 標 的 組 織 を 切 除 す る た め の ス ネ ア シ ス テ ム で あ っ て 、 ス ネ ア 装 置 、 作 動 ケ ー ブ ル
、 お よ び ス ネ ア ハ ン ド ル を 備 え 、 こ こ で 該 ケ ー ブ ル が 該 第 ２ の チ ャ ネ ル を 通 っ て 挿 入 さ れ
る ス ネ ア シ ス テ ム ；
　 ｄ ） ベ ー ス で あ っ て 、 該 チ ュ ー ブ お よ び 該 ケ ー ブ ル が そ れ を 通 っ て 経 路 を と る ベ ー ス ；
な ら び に
　 ｅ ） 該 ニ ー ド ル が 弛 緩 位 置 に あ る と き 、 該 ニ ー ド ル と 該 細 長 い 部 材 と の 間 に 位 置 決 め さ
れ る ニ ー ド ル ハ ウ ジ ン グ ； を 備 え 、
　 ｆ ） こ こ で 、 該 ニ ー ド ル ハ ウ ジ ン グ は 、 該 ニ ー ド ル が 該 第 １ の チ ャ ネ ル を 貫 通 す る こ と
を 防 ぐ 、 ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ベ ー ス が 、 ｙ 形 状 の 成 形 均 一 片 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ベ ー ス が 、 入 口 お よ び 出 口 、 な ら び に 前 記 第 １ の 部 材 の 長 軸 方 向 軸
対 し ０ ゜ と ９ ０ ゜ と の 間 の 角 度 で 配 置 さ れ る 、 該 入 口 と 出 口 と の 間 の ポ ー ト を 有 す る 細 長
い 中 空 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ニ ー ド ル ハ ウ ジ ン グ の 方 向 の 前 記 ニ ー ド ル の 移 動 を 制 限 す る 、 前 記 ベ ー ス 中 に 配 置 さ
れ る ス プ リ ン グ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の チ ャ ネ ル の 断 面 積 が 、 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル の 断 面 積 よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ に
記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル の 断 面 積 が 、 第 １ お よ び 第 ２ の 非 直 線 状 の 周 縁 エ ッ ジ に よ っ て 規 定 さ
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 細 長 い 部 材 が 、 二 重 管 腔 プ ラ ス チ ッ ク の 単 一 の 押 し 出 さ れ た 片 で あ る 、 請 求 項 １ に 記
載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ニ ー ド ル ハ ウ ジ ン グ が 、 少 な く と も １ つ の バ ー ブ 継 手 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス
ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
遠 位 ニ ー ド ル ス ト ッ プ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ニ ー ド ル ハ ウ ジ ン グ が 、 前 記 ニ ー ド ル が 弛 緩 位 置 に あ る と き 、 該 ニ ー ド ル と 前 記 細 長
い 部 材 と の 間 に 位 置 決 め さ れ る 可 撓 性 の 細 長 い バ ー ブ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注
入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ の チ ャ ネ ル と と も に 配 置 さ れ た 、 少 な く と も １ つ の 管 腔 を 延 ば す ス ペ ー サ ー を さ
ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
さ ら に 、 前 記 ニ ー ド ル ハ ウ ジ ン グ が 、 前 記 ニ ー ド ル と 、 内 径 を 備 え た 遠 位 部 分 を 有 す る 第
２ の チ ャ ネ ル と の 間 に 位 置 決 め さ れ る 細 長 い バ ー ブ で あ り 、 該 ニ ー ド ル が こ の 減 少 し た 直
径 よ り 大 き い 外 径 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
内 視 鏡 と の 使 用 の た め の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス で あ っ て ：
　 ａ ） 第 １ の チ ャ ネ ル 、 第 ２ の チ ャ ネ ル 、 近 位 端 、 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 二 重 管 腔 ；
　 ｂ ） 以 下 を 備 え る 流 体 送 達 シ ス テ ム ：
　 　 ｉ ． 該 管 腔 の 近 位 端 に 固 定 さ れ た 中 空 ベ ー ス ；
　 　 ｉ ｉ ． 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 そ し て 該 ベ ー ス お よ び 該 第 １ の チ ャ ネ ル を 通 っ て
挿 入 さ れ る ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ；
　 　 ｉ ｉ ｉ ． 該 ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ の 近 位 端 に 固 定 さ れ た 中 空 ノ ブ ； お よ び
　 　 ｉ ｖ ． 該 ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ の 遠 位 端 に 固 定 さ れ た ニ ー ド ル ； な ら び に
　 ｃ ） 以 下 を 備 え る 組 織 を 切 除 す る た め の ス ネ ア シ ス テ ム ：
　 　 ｉ ． 該 ベ ー ス に 連 結 さ れ た 本 体 ；
　 　 ｉ ｉ ． 該 本 体 に 取 り 付 け ら れ 、 そ し て 該 本 体 に 対 し て 移 動 可 能 で あ る ハ ン ド ル ；
　 　 ｉ ｉ ｉ ． 該 ハ ン ド ル に 固 定 さ れ た 近 位 端 お よ び 該 本 体 か ら 遠 隔 の 遠 位 端 を 有 す る ケ ー
ブ ル で あ っ て 、 該 第 ２ の チ ャ ネ ル を 実 質 的 に 通 っ て 延 び る ケ ー ブ ル ； お よ び
　 　 ｉ ｖ ． 該 ケ ー ブ ル の 遠 位 端 に 固 定 さ れ る ス ネ ア 、 を 備 え る 、 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ニ ー ド ル と 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル と の 間 に 位 置 決 め さ れ 、 該 ニ ー ド ル が 前 記 第 １ の チ ャ
ネ ル を 貫 通 す る の を 防 ぐ 細 長 い バ ー ブ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 ニ ー ド ル と 、 内 径 を 備 え た 遠 位 部 分 を 有 す る 第 ２ の チ ャ ネ ル と の 間 に 位 置 決 め さ れ る
細 長 い バ ー ブ を さ ら に 備 え 、 こ こ で 、 該 ニ ー ド ル が 、 こ の 減 少 し た 内 径 よ り 大 き い 外 径 を
有 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ニ ー ド ル と 前 記 第 ２ の チ ャ ネ ル と の 間 に 位 置 決 め さ れ る 、 細 長 い バ ー ブ を さ ら に 備 え
る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 ス ネ ア が 、 前 記 本 体 に 対 す る 前 記 ハ ン ド ル の 作 用 に よ っ て 、 拡 張 位 置 と 折 り 畳 ま れ た
位 置 と の 間 を 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 ニ ー ド ル が 、 前 記 本 体 に 対 す る 前 記 ノ ブ の 作 用 に よ っ て 、 突 出 位 置 と 格 納 位 置 と の 間
を 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 二 重 管 腔 の 遠 位 端 に 隣 接 す る 前 記 第 １ の チ ャ ネ ル 内 に 固 定 さ れ る 中 空 ニ ー ド ル ハ ウ ジ
ン グ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 本 体 が 、 中 空 部 材 に よ っ て 前 記 ベ ー ス の 遠 隔 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ ー
チ ュ ー ブ が 該 中 空 部 材 を 通 じ て 挿 入 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 ス ネ ア が 、 前 記 二 重 管 腔 の 遠 位 端 に 対 し て 近 位 位 置 で 、 前 記 ケ ー ブ ル の 遠 位 端 に 固 定
さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 ケ ー ブ ル の 遠 位 端 に 固 定 さ れ た 近 位 端 、 お よ び 前 記 ス ネ ア に 固 定 さ れ た 遠 位 端 を 有 す
る コ ネ ク タ ー を さ ら に 備 え 、 こ こ で 、 該 コ ネ ク タ ー が 前 記 二 重 管 腔 の 遠 位 端 に 対 し て 近 位
位 置 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 本 体 お よ び 前 記 ベ ー ス が 均 一 な 一 体 片 で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 ス ネ ア が ワ イ ヤ ル ー プ を 備 え 、 こ こ で 、 該 ル ー プ の 各 端 部 が 、 前 記 二 重 管 腔 の 遠 位 端
に 対 す る 近 位 位 置 で 、 前 記 ケ ー ブ ル の 遠 位 端 に 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス
。
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【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 ス ネ ア が ワ イ ヤ ル ー プ を 備 え 、 こ こ で 、 該 ル ー プ の 各 端 部 が 、 前 記 二 重 管 腔 遠 位 端 に
対 す る 近 位 位 置 で 前 記 ケ ー ブ ル の 遠 位 端 に 固 定 さ れ 、 そ し て 該 ル ー プ の 各 端 部 の 端 部 分 が
一 緒 に 結 合 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
流 体 溶 液 が 、 前 記 ノ ブ を 通 っ て 前 記 ニ ー ド ル ま で 加 圧 下 で 通 過 さ れ 得 る 、 請 求 項 １ ３ に 記
載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
拡 張 に 際 し 、 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 ベ ー ス の 方 向 に 引 っ 込 め る る 、 該 ベ ー ス 中 に 配 置 さ れ た
ス プ リ ン グ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
遠 位 ニ ー ド ル ス ト ッ プ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
第 １ お よ び 第 ２ チ ャ ネ ル 内 に 配 置 さ れ る 、 少 な く と も １ つ の 管 腔 を 延 ば す ス ペ ー サ ー を さ
ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
ヒ ト 被 験 体 か ら 標 的 組 織 を 除 去 す る た め の 、 内 視 鏡 と の 使 用 た め の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス で
あ っ て ：
　 ａ ） 二 重 チ ャ ネ ル チ ュ ー ブ の 遠 位 端 で 、 格 納 位 置 に ニ ー ド ル を 含 む た め の 手 段 ；
　 ｂ ） 該 二 重 チ ャ ネ ル チ ュ ー ブ の 遠 位 端 で 折 り 畳 み 位 置 に あ る ス ネ ア を 含 む た め の 手 段 ；
　 ｃ ） 該 遠 位 端 を 超 え て 該 ニ ー ド ル を 独 立 に 突 き 出 し 、 そ し て 該 遠 位 端 を 超 え て 該 ス ネ ア
を 拡 張 す る た め の 手 段 ；
　 ｄ ） 該 組 織 に 流 体 を 注 入 す る た め の 手 段 ； お よ び
　 ｅ ） 該 組 織 を 該 ス ネ ア で 切 除 す る た め の 手 段 、 を 備 え る デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 （ 関 連 出 願 へ の 相 互 参 照 ）
　 仮 出 願 で な い 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ４ 年 ５ 月 ２ ５ 日 に 出 願 さ れ た 「 ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス 」 と
題 す る 米 国 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ５ ７ ４ ,０ ７ ３ 号 の 利 益 を 主 張 し 、 こ の 出 願 は 、 そ の 全 体
が 本 明 細 書 に よ っ て 参 考 と し て 援 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 （ 発 明 の 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 医 療 デ バ イ ス 、 そ し て よ り 特 定 す れ ば 、 内 視 鏡 切 除 手 順 を 実 施 す る た
め の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 （ 発 明 の 背 景 ）
　 内 視 鏡 は 当 該 技 術 分 野 で 周 知 で あ り 、 そ し て 一 般 に 多 く の 医 療 手 順 の た め に 用 い ら れ て
い る 。 １ つ の こ の よ う な 手 順 は 、 ヒ ト 被 験 体 の 胃 腸 粘 膜 壁 か ら 、 ポ リ ー プ 、 病 変 ま た は そ
の 他 の タ イ プ の 標 的 と さ れ た 組 織 を 除 去 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の ポ リ ー プ 切 除 の 除 去 技 法 に と も な う い く つ か の 欠 点 が あ る 。 種 々 の 焼 灼 デ バ イ ス
が 、 ポ リ ー プ を 除 去 す る た め に 開 発 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら の デ バ イ ス は 、 と き ど き
、 胃 腸 壁 に 重 篤 な 熱 損 傷 を 引 き 起 こ し 、 標 的 と さ れ た 組 織 全 体 を 除 去 し な い か 、 ま た は 血
管 を 完 全 に 焼 灼 せ ず 、 こ れ は 、 過 度 の 出 血 に 至 る 。 ポ リ ー プ を 取 り 囲 み 、 そ し て 除 去 す る
よ う に 設 計 さ れ た ス ネ ア デ バ イ ス は 、 標 的 と さ れ た す べ て の 組 織 を 捕 獲 し な い か も 知 れ な
い 。 さ ら に 、 医 師 は 、 標 的 と さ れ た 組 織 を こ の ス ネ ア で 固 定 す る こ と で 困 難 を 経 験 し 得 る
。 ３ つ の 層 の 壁 、 す な わ ち 、 粘 膜 、 粘 膜 下 組 織 、 お よ び 筋 層 か ら 必 要 な 最 小 の 組 織 の み を
つ か ま え る こ と も ま た 重 要 で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 合 併 症 を 避 け る た め に 、 筋 層 組 織 は 、
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こ の タ イ プ の 手 順 に お い て は 避 け ら れ る べ き で あ る 。 こ れ ら お よ び そ の 他 の 問 題 を 解 決 す
る 努 力 に お い て 、 用 い ら れ る １ つ の 技 法 は 、 例 え ば 、 生 理 食 塩 水 溶 液 を 組 織 に 注 入 し て 、
組 織 を よ り 好 ま し い 位 置 に 持 ち 上 げ る こ と を 含 む 、 粘 膜 下 リ フ ト ポ リ ー プ 切 除 で あ る 。 こ
の 技 法 は 、 完 全 な 切 除 を 改 善 す る 。 注 入 さ れ た 流 体 の 分 離 は ま た 、 焼 灼 ま た は 熱 損 傷 か ら
外 側 筋 肉 を 隔 離 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 種 々 の そ の 他 の 手 順 は 、 ニ ー ド ル お よ び ス ネ ア を 必 要 と し 、 上 記 部 位 を 洗 浄 す る た め の
ニ ー ド ル の 使 用 、 疾 患 ま た は 異 常 組 織 を 強 調 す る 目 的 の た め 、 切 除 後 監 視 目 的 の た め に 入
墨 媒 体 の 注 入 の た め に 色 素 を 付 与 す る こ と 、 お よ び ポ リ ー プ 切 除 後 出 血 の た め の 止 血 薬 注
入 治 療 を 含 む 。 ス ネ ア お よ び ニ ー ド ル を 必 要 と す る こ れ ら お よ び そ の 他 の 手 順 で は 、 医 師
は 、 ２ つ の 別 個 の 補 助 器 具 を 用 い 、 そ し て 器 具 チ ャ ネ ル の 内 外 に そ れ ら を 一 度 に 供 給 し な
け れ ば な ら ず 、 こ れ は 全 体 の 手 順 時 間 を 増 加 す る 。 従 っ て 、 当 該 技 術 分 野 で は 、 先 行 技 術
設 計 に 対 す る 改 良 を 提 供 す る ス ネ ア 注 入 の た め の 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 各 々 が 二 重 チ ャ ネ ル 管 腔 の １ つ の チ ャ ネ ル 中 に 別 個 に 経 路 を と る ス ネ ア お よ
び ニ ー ド ル を 含 む デ バ イ ス で あ る 。 こ の ニ ー ド ル は 、 上 記 手 順 の 間 に 、 手 順 前 注 入 お よ び
手 順 後 注 入 、 お よ び 手 順 の 間 の 組 織 の 持 ち 上 げ を 含 む い く つ か の 機 能 を 実 施 し 得 る 。 本 発
明 は ま た 、 ス ネ ア の 除 去 な く し て 胃 腸 管 壁 に よ る 持 ち 上 げ 流 体 の 吸 収 に 起 因 し て 必 要 で あ
り 得 る 即 座 の 繰 り 返 し 注 入 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 先 行 技 術 ニ ー ド ル デ バ イ ス に 対 す る 多 く の そ の 他 の 改 良 を 提 供 し 、 ニ ー ド ル
制 限 機 構 、 種 々 の 内 視 鏡 形 態 に お け る 一 致 し た １ ： １ の ハ ン ド ル ／ ニ ー ド ル 軸 移 動 、 お よ
び 穿 孔 防 止 特 徴 を 含 む 。 特 定 の 先 行 技 術 設 計 で は 、 ニ ー ド ル は 、 デ バ イ ス の 側 壁 を 穿 孔 す
る こ と に よ る か 、 ま た は 患 者 に 害 を 引 き 起 こ す よ う に 所 望 の 長 さ を 超 え て 展 開 す る こ と に
よ り 患 者 を 損 傷 し 得 る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 患 者 安 全 性 お よ び 医 師 の た め の 使 用 の 容 易 さ
に お け る 改 良 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ 発 明 の 要 旨 ）
　 本 発 明 の い く つ か の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 内 視 鏡 ポ リ ー プ 切 除 手 順 を 実 施 す る た め の ス
ネ ア 注 入 デ バ イ ス が 開 示 さ れ る 。 こ の デ バ イ ス の 使 用 は 、 ポ リ ー プ 除 去 に 制 限 さ れ ず 、 内
視 鏡 粘 膜 切 除 （ Ｅ Ｍ Ｒ ） 、 接 着 性 血 餅 除 去 、 ま た は 切 除 も し く は ／ ま た は 注 入 を 必 要 と す
る そ の 他 の 目 的 の よ う な 、 そ の 他 の 手 順 と と も に 用 い ら れ 得 る こ と は 当 業 者 に 明 ら か で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス は 、 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル を 有 す る 二 重 管 腔 、 流
体 送 達 シ ス テ ム 、 お よ び ス ネ ア シ ス テ ム を 含 む 。 こ の 流 体 送 達 シ ス テ ム は 、 中 空 の ベ ー ス
、 こ の ベ ー ス お よ び 上 記 第 １ の チ ャ ネ ル を 通 っ て 挿 入 さ れ る ア ク チ ュ エ ー タ ー 、 ア ク シ ュ
エ ー タ ー チ ュ ー ブ 近 位 端 に 固 定 さ れ た 中 空 の ノ ブ 、 お よ び ア ク チ ュ エ ー タ ー 遠 位 端 に 固 定
さ れ た ニ ー ド ル を 含 む 。 こ の ス ネ ア シ ス テ ム は 、 ベ ー ス に 連 結 さ れ た 本 体 、 こ の 本 体 に 対
し て 取 り 付 け ら れ 、 か つ そ れ に 対 し て 移 動 可 能 で あ る ハ ン ド ル 、 上 記 第 ２ の チ ャ ネ ル を 通
っ て 実 質 的 に 延 び る ハ ン ド ル に 固 定 さ れ る 近 位 端 を 有 す る ケ ー ブ ル 、 お よ び ケ ー ブ ル 遠 位
端 に 固 定 さ れ る ス ネ ア を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て な さ れ る 以 下 の 詳 細 な 説 明
か ら 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 の 発 明 の 詳 細 な 説 明 は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 単 に 説 明 し て い る に 過 ぎ ず 、
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そ し て 請 求 項 の 範 囲 を い か な る 方 法 に お い て も 制 限 す る こ と は 意 図 さ れ な い 。 実 際 、 請 求
項 に よ っ て 記 載 さ る よ う な 本 発 明 は 、 好 ま し い 実 施 形 態 よ り 広 く 、 そ し て そ れ に よ っ て 制
限 さ れ ず 、 そ し て 請 求 項 に あ る 用 語 は 、 そ れ ら の 完 全 に 通 常 の 意 味 を 有 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 発 明 の 説 明 ）
　 内 視 鏡 切 除 手 順 を 実 施 す る た め の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス が 開 示 さ れ る 。 ス ネ ア お よ び ニ ー
ド ル は 、 二 重 管 腔 部 材 の 管 腔 内 で 個 々 に 経 路 を と る 。 こ の ニ ー ド ル お よ び ス ネ ア は 、 一 人
以 上 の 医 療 オ ペ レ ー タ ー に よ っ て 別 個 の 制 御 ハ ン ド ル の 操 作 に よ っ て 独 立 に 展 開 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の デ バ イ ス を 論 議 す る こ と に お い て 、 用 語 、 遠 位 お よ び 近 位 は 、 オ ペ レ ー タ ー の 手 に
関 し て 用 い ら れ る 。 換 言 す れ ば 、 上 記 デ バ イ ス が 、 内 視 鏡 ま た は 類 似 の デ バ イ ス の 補 助 チ
ャ ネ ル 内 で 用 い ら れ る と き 、 こ の 近 位 お よ び 遠 位 配 向 は 、 外 科 医 ま た は デ バ イ ス の オ ペ レ
ー タ ー に 対 し て で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 図 面 を 参 照 し て 、 内 視 鏡 と の 使 用 の た め の ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス １ ０ が 図 １ 中 に
示 さ れ る 。 こ の デ バ イ ス は 、 ポ リ ー プ 切 除 、 な ら び に 注 入 お よ び ス ネ ア 能 力 が 要 求 さ れ る
任 意 の そ の 他 の 手 順 に お け る 使 用 の た め に 適 切 で あ る 。 図 １ に お い て 、 こ の ス ネ ア は 、 拡
張 さ れ た 位 置 で 示 さ れ る 。 図 ２ は 、 デ バ イ ス １ ０ の 遠 位 端 の 拡 大 さ れ た 斜 視 図 で あ り 、 拡
張 さ れ た ス ネ ア ６ ０ お よ び 展 開 さ れ た ニ ー ド ル ３ ６ を 示 す 。 こ の デ バ イ ス は 、 医 師 が 器 具
チ ャ ネ ル か ら こ の デ バ イ ス を 取 り 出 す こ と な く い ず れ の 技 法 も 実 施 す る こ と を 可 能 に す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の デ バ イ ス は 、 細 長 い 二 重 の 管 腔 １ ２ を 含 む 。 こ の 二 重 の 管 腔 は 、 第 １ の チ ャ ネ ル １
４ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル １ ６ を 有 し 、 各 チ ャ ネ ル は 、 近 位 端 １ ８ か ら 遠 位 端 ２ ０ ま で 至 る
。 管 腔 １ ２ は 、 押 し 出 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク の 単 一 片 で 示 さ れ る 。 管 腔 １ ２ は 、 例 え ば 、 ポ
リ テ ト ラ フ ロ オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） ま た は ポ リ エ チ レ ン 管 材 の よ う な 種 々 の 可 撓 性 材
料 か ら 構 築 さ れ 得 る 。 種 々 の 第 １ お よ び 第 ２ の チ ャ ネ ル サ イ ズ お よ び 形 状 が 、 本 発 明 の 実
施 に お い て 用 い ら れ 得 る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 単 一 片 の 押 し 出 さ れ た 二 重 管 腔 管 材 と と も
に 、 ま た は そ れ に 代 わ っ て 、 別 個 の 管 材 お よ び シ ー ス ま た は そ の 他 の 適 切 な 被 覆 を 含 む 二
重 管 腔 ア セ ン ブ リ と と も に 実 施 さ れ 得 る こ と は 当 業 者 に 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 身 体 内 の 組 織 に 注 入 す る よ う な 使 用 の た め の 流 体 送 達 シ ス テ ム は 、 デ バ イ ス １ ０ の 一 部
で あ る 。 こ の 送 達 シ ス テ ム は 、 管 腔 １ ２ の 近 位 端 １ ８ に 固 定 さ れ た 中 空 ベ ー ス ３ ０ を 含 む
。 こ の ベ ー ス ３ ０ は 、 こ の ベ ー ス を 通 っ て 辿 り 、 そ し て そ れ に 対 し て 移 動 さ れ 得 る ア ク チ
ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ３ ２ の た め の 支 持 を 提 供 す る 。 こ の チ ュ ー ブ ３ ２ は 、 近 位 端 ３ ３ ａ お
よ び 遠 位 端 ３ ３ ｂ 有 す る 。 示 さ れ る よ う に 、 こ の チ ュ ー ブ ３ ２ は 、 ベ ー ス ３ ０ お よ び 第 １
の チ ャ ネ ル １ ４ を 通 っ て 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の ベ ー ス ３ ０ は 、 側 方 入 口 ポ ー ト ３ ８ を さ ら に 含 む 。 示 さ れ る よ う に 、 こ の ポ ー ト ３
８ は 、 ベ ー ス ３ ０ の 長 軸 方 向 軸 に 対 し て ４ ５ ゜ よ り 小 さ い 角 度 を な す 。 こ の 角 度 を な す 構
造 は 、 二 重 管 腔 １ ２ 内 の 結 合 を 減 少 す る と 考 え ら れ る 。 得 ら れ る ｙ 形 状 の ベ ー ス は 、 単 一
の 成 形 片 で あ る か 、 ま た は ２ つ の パ ー ツ の ア セ ン ブ ル さ れ た 片 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ３ ２ は 、 中 空 ノ ブ ３ ４ の 移 動 に よ っ て 操 作 さ れ 得 る 。 こ の ノ
ブ ３ ４ は 、 こ の ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ３ ２ 近 位 端 ３ ３ ａ に 固 定 さ れ る 。 ニ ー ド ル ３ ６
は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ３ ２ 遠 位 端 ３ ３ ｂ に 固 定 さ れ て 示 さ れ る 。 こ の 位 置 で は 、
流 体 溶 液 は 、 ノ ブ を 通 っ て ニ ー ド ル ま で 加 圧 下 で 通 過 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 こ こ で 図 ３ お よ び ４ を 参 照 し て 、 ニ ー ド ル ３ ６ の 移 動 の 範 囲 が 示 さ れ る 。 図 ３ は 、 こ の
１ ０ の デ バ イ ス の 遠 位 端 の 断 面 図 で あ り 、 格 納 位 置 に あ る ニ ー ド ル ３ ６ を 示 す 。 こ の 静 止
位 置 に お い て は 、 ニ ー ド ル ３ ６ に 対 し て 軸 方 向 力 は な い 。 こ の ニ ー ド ル は 、 ニ ー ド ル ハ ウ
ジ ン グ 部 材 ７ ０ 内 に 配 置 さ れ る 。 示 さ れ る ハ ウ ジ ン グ は 、 中 空 の 内 部 、 お よ び ね じ 山 の あ
る 、 ノ ッ チ の あ る 、 ま た は 間 欠 的 に テ ー パ ー 状 で あ る 外 面 を 備 え た 、 細 長 い 、 バ ー ブ （ ｂ
ａ ｒ ｂ ） 継 手 ７ ０ で あ る か 、 ま た は そ う で な け れ ば 、 改 良 さ れ た 可 撓 性 を 提 供 す る ほ ぼ 起
伏 の あ る 本 体 で あ る 。 当 該 技 術 分 野 で 公 知 の そ の 他 の 継 手 が 用 い ら れ 得 る 。 結 果 と し て 、
こ の ニ ー ド ル は 、 格 納 位 置 で 管 腔 １ ２ の 側 壁 を 穿 孔 し 得 な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 二 重 の 管 腔 の 遠 位 端 ２ ０ に 隣 接 し て 、 上 記 の バ ー ブ ７ ０ は 、 熱 収 縮 さ れ る こ と 、 プ レ ス
ば め 、 結 合 、 ま た は そ の 他 の 適 切 な 公 知 の 方 法 に よ っ て 適 所 に 配 置 さ れ 得 る 。 こ の バ ー ブ
は 、 例 え ば 、 任 意 の 被 覆 さ れ た 金 属 、 ま た は 中 程 度 の 硬 度 の プ ラ ス チ ッ ク の よ う な 非 伝 導
性 の 適 切 な 材 料 か ら 構 築 さ れ 得 る 。 こ の バ ー ブ は 、 ス ネ ア に エ ネ ル ギ ー を 与 え る た め に 用
い ら れ ル 高 周 波 エ ネ ル ギ ー が 、 次 に 、 標 的 と さ れ た 組 織 か ら 離 し て 電 流 を 指 向 し 得 る よ う
、 こ の バ ー ブ に 移 動 し な い よ う に 非 伝 導 性 で あ る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の バ ー ブ は 、 一 緒
に 結 合 さ れ た ２ つ 以 上 の 片 を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 標 的 と す る 組 織 の 視 覚 に よ る 識 別 の 後 、 医 師 は 、 ニ ー ド ル を 組 織 中 に 突 き 出 し 、 そ し て
流 体 を 注 入 す る 。 突 出 位 置 に あ る ニ ー ド ル ３ ６ は 、 図 ４ に 示 さ れ る 。 こ の ニ ー ド ル ３ ６ を
突 き 出 す 作 動 ス テ ッ プ は 、 ノ ブ ３ ４ の ニ ー ド ル ３ ６ の 方 向 の 操 作 で あ る 。 ノ ブ ３ ４ 、 ア ク
チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ３ ２ お よ び ニ ー ド ル ３ ６ は す べ て 、 軸 方 向 に １ ： １ の 距 離 関 係 で 移
動 す る 。 ニ ー ド ル が 突 出 す る 距 離 Ｌ １ は 、 バ ー ブ ７ ０ の 狭 ま っ た 部 分 ７ １ を 妨 害 す る ニ ー
ド ル ス ト ッ プ ３ ７ よ っ て 予 め 決 定 さ れ る 。 こ の 距 離 Ｌ １ は 、 性 能 お よ び 安 全 規 準 に よ っ て
決 定 さ れ 、 そ し て 本 発 明 の 実 施 に お い て 変 動 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 完 全 に 突 出 し た 位 置 に あ る こ の 狭 い 部 分 ７ １ と 連 続 し て い る ニ ー ド ル ス ト ッ プ
３ ７ の シ ョ ル ダ ー を 示 す 。 こ の ス ト ッ プ ３ ７ お よ び 狭 く な っ た 部 分 ７ １ は 、 そ も そ も 、 ニ
ー ド ル が ア ク チ ュ エ ー タ ー チ ュ ー ブ ３ ２ と 離 れ る よ う な 場 合 に 、 こ の ニ ー ド ル が 患 者 中 に
落 ち 込 む こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の チ ュ ー ブ ３ ２ と ベ ー ス ３ ０ と の 関 係 は 、 完 全 な ニ ー ド ル 突 出 が 起 こ る よ う に 、 こ の
細 長 い 管 腔 １ ２ 中 の 任 意 の 関 節 性 摩 擦 ま た は 損 失 移 動 を 克 服 す る た め の さ ら な る ス ト ロ ー
ク 長 さ を 有 す る よ う な 形 態 で あ る 。 ノ ブ ３ ４ が 解 放 さ れ た 後 、 ベ ー ス ３ ０ の 内 部 に 配 置 さ
れ た ス プ リ ン グ 機 構 （ 図 示 せ ず ） が 、 ノ ブ ３ ４ お よ び ニ ー ド ル ３ ６ を 押 し 、 そ れ ら を 図 １
に 示 さ れ る よ う な 静 止 位 置 に 戻 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 組 織 を 切 除 す る た め の ス ネ ア シ ス テ ム は 、 デ バ イ ス １ ０ 内 に 含 ま れ る 。 こ の ス ネ ア シ ス
テ ム は 、 例 え ば 、 ポ リ ー プ の よ う な 組 織 を 、 そ れ が 流 体 の 注 入 に よ り 持 ち 上 げ ら れ た 後 に
除 去 す る た め に 用 い ら れ 得 る 。 ス ネ ア ６ ０ は 、 図 ３ で は 折 り 畳 ま れ た 位 置 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 シ ス テ ム は 、 近 位 端 に 親 指 リ ン グ ４ ２ を 有 す る 細 長 い 本 体 ４ ０ を 含 む 。 ハ ン ド ル ５
０ は 、 別 個 の 片 と し て 本 体 ４ ０ 上 に 形 成 さ れ る 。 こ の ハ ン ド ル は 、 ２ つ の 指 リ ン グ ５ ２ の
操 作 に よ っ て 遠 位 ま た は 近 位 方 向 の い ず れ か に 、 上 記 本 体 に 対 し て ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。
こ の ベ ー ス ４ ０ お よ び バ ン ド ル ５ ０ は 、 剛 直 性 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 形 成 さ れ る が 、 任
意 の 適 切 な 材 料 が 本 発 明 の 実 施 に お い て 用 い ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス ネ ア シ ス テ ム １ ０ は 、 二 重 管 腔 １ ２ の 第 ２ の チ ャ ネ ル １ ６ を 通 っ て 実 質 的 に 延 び る ケ
ー ブ ル ５ ４ を 含 む 。 こ の ケ ー ブ ル ５ ４ は 、 ハ ン ド ル ４ ２ の 固 定 さ れ る 近 位 端 ５ ５ ａ お よ び
コ ネ ク タ ー ６ ８ に 固 定 さ れ る 遠 位 端 ５ ５ ｂ を 有 す る 。 示 さ れ る よ う に 、 こ の ケ ー ブ ル ５ ０
は 、 本 体 ４ ０ を 入 口 ポ ー ト ３ ８ に 遠 隔 に 連 結 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ ４ ４ を さ ら に 通 過 す る 。
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こ の チ ュ ー ブ ４ ４ は 、 ポ リ エ チ レ ン の よ う な 任 意 の 可 撓 性 の 耐 久 性 の あ る 材 料 か ら 構 築 さ
れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ お よ び ４ は 、 拡 張 位 置 に あ る ス ネ ア ６ ０ を 示 す 。 こ の ス ネ ア ６ ０ は 、 コ ネ ク タ ー ６
８ に よ っ て ケ ー ブ ル ５ ４ の 遠 位 端 に 固 定 さ れ る 。 こ の ス ネ ア ６ ０ は 、 図 ４ お よ び ５ で 最 も
良 く 観 察 さ れ る よ う に 、 ２ つ の 端 部 ６ ２ お よ び ６ ４ を 有 す る ワ イ ヤ ル ー プ に よ っ て 形 成 さ
れ る 。 デ バ イ ス １ ０ の 遠 位 端 の 拡 大 断 面 図 が 図 ５ に 示 さ れ る 。 ワ イ ヤ が 、 ケ ー ブ ル 機 構 の
過 度 の 摩 擦 お よ び 結 合 を 引 き 起 こ す 交 差 お よ び ね じ れ を 防 ぐ た め に 、 ワ イ ヤ の 長 さ Ｌ ２ は
、 熱 収 縮 材 料 ６ ６ に よ っ て 結 合 さ れ る 。 こ の 特 徴 は ま た 、 コ ネ ク タ ー ６ ８ が 第 ２ の チ ャ ネ
ル １ ６ の 内 側 で よ り 近 位 方 向 に あ り 、 そ れ が チ ュ ー ブ １ ２ 遠 位 端 ２ ０ を 出 な い よ う に 位 置
決 め さ れ る こ と を 可 能 に す る 。 こ の 近 位 位 置 は 、 コ ネ ク タ ー ６ ８ が チ ュ ー ブ １ ２ を 出 、 そ
し て 第 ２ の チ ャ ネ ル １ ６ の 内 側 へ の 再 侵 入 の 際 に 、 遠 位 端 ２ ０ に 引 っ か か る い か な る 機 会
を も 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 連 の 管 腔 を 延 ば す ス ペ ー サ ー ８ ０ が 、 図 ３ お よ び ４ に お い て 第 １ の チ ャ ネ ル １ ４ 中 に
示 さ れ る 。 こ れ ら ス ペ ー サ ー は 、 プ レ ス ば め さ れ 、 接 着 さ れ 、 熱 挿 入 さ れ ま た は 任 意 の そ
の 他 の 適 切 な 方 法 で あ り 得 る 。 例 示 の 目 的 の み の た め に 合 計 ５ つ の 等 し く 間 隔 を 置 か れ 、
そ し て 等 し い サ イ ズ の ス ペ ー サ ー が 示 さ れ る が 、 こ れ ら ス ペ ー サ ー ８ ０ の 数 、 サ イ ズ お よ
び 間 隔 は 、 本 発 明 の 実 施 に お い て 変 動 し 得 る 。 最 も 遠 位 の ス ペ ー サ ー は 、 バ ー ブ ７ ０ の 端
部 に 軸 方 向 に 配 置 さ れ る 。 ニ ー ド ル 機 構 が 機 能 す る た め に 十 分 な ス ペ ー ス を 提 供 す る た め
に 、 バ ー ブ ７ ０ は 、 こ の 遠 位 端 部 分 の 直 径 の 半 分 以 上 を 占 め る 。 そ の 結 果 、 こ の バ ー ブ は
、 こ の チ ュ ー ブ の 遠 位 部 分 で 第 １ の チ ャ ネ ル １ ２ と 第 ２ の チ ャ ネ ル １ ４ と を 分 離 す る 中 央
膜 の た る み を 引 き 起 こ す 。 こ れ ら ス ペ ー サ ー ８ ０ は 、 示 さ れ る よ う に 、 長 さ Ｌ ３ に つ い て
第 １ の チ ャ ネ ル １ ６ の た る み の 伸 張 を 効 率 的 に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の た る む 部 分 の 伸 張 は 、 ス ネ ア ル ー プ の 進 行 の た め の さ ら な る 長 さ を 提 供 す る 。 特 に
、 支 持 さ れ て い な い ワ イ ヤ ６ ２ 、 ６ ４ の セ ク シ ョ ン 、 す な わ ち 、 熱 収 縮 物 ６ ６ に よ っ て 被
覆 さ れ て い な い セ ク シ ョ ン は 、 第 ２ の チ ャ ネ ル １ ６ 内 で 上 下 に シ フ ト し 得 る 。 こ の ワ イ ヤ
の シ フ ト 移 動 は 、 中 央 膜 の 遷 移 領 域 ９ ０ を 通 っ て 容 易 に 遷 移 し な い 。 そ れ 故 、 上 記 ス ペ ー
サ ー ８ ０ は 、 減 少 し た 管 腔 の さ ら な る 長 さ を 提 供 し 、 そ の 結 果 、 支 持 さ れ て い な い ワ イ ヤ
６ ２ 、 ６ ４ は 、 遷 移 領 域 に 到 達 し な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 長 さ Ｌ ３ は 、 熱 収 縮 物 ６ ６ 、 コ ネ ク タ ー ６ ８ 、 チ ュ ー ブ 遠 位 端 ２ ０ 、 ま た は デ バ イ
ス １ ０ の そ の 他 の 構 成 要 素 に 対 し て こ れ ら ス ペ ー サ ー を 位 置 決 め が そ う で あ る よ う に 、 本
発 明 の 実 施 に お い て は 変 動 し 得 る こ と が 、 当 業 者 に よ っ て 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 が 示 さ れ 、 そ し て 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 は 、 開 示 さ れ
る 正 確 な 構 成 に 制 限 さ れ る と み な さ れ る べ き で は な い 。 本 発 明 の 種 々 の 適 合 、 改 変 お よ び
使 用 が 、 本 発 明 の 当 業 者 に 想 起 さ れ 得 る 。 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 ま た は 思 想 内 に 入
る す べ て の こ の よ う な 適 合 、 改 変 お よ び 使 用 を 包 含 す る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 築 さ れ た ス ネ ア 注 入 デ バ イ ス の 斜 視
図 で あ り 、 展 開 さ れ た ス ネ ア を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 遠 位 端 の 拡 大 さ れ た 斜 視 図 で あ り 、 拡 張 さ れ た ス ネ ア
お よ び ニ ー ド ル を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 遠 位 端 の 断 面 図 で あ り 、 格 納 さ れ た 位 置 に あ る ス ネ ア
お よ び ニ ー ド ル を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 遠 位 端 の 断 面 図 で あ り 、 拡 張 さ れ た 位 置 に あ る ス ネ ア
お よ び ニ ー ド ル を 示 す 。
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【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ 中 の 線 ５ － ５ に 沿 っ て 示 さ れ る 、 図 １ の デ バ イ ス の 遠 位 端 の 拡 大 さ
れ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

公开了一种用于执行内窥镜消融手术的圈套（陷阱）注射装置。该时间
表包括圈套系统和针系统，每个包括致动器部件，其分别布置在细长双
腔的两个通道中的一个中。该圈套器和针头的部署由两个单独的手柄控
制器独立操作。为了安全和易于使用，该装置包括针前进停止和防穿刺
功能。
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